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はじめに・・・

　このたびは、全自動式忌避(きひ)音発生装置「サウンダー・バード１号」を

お買い求めいただきまして誠にありがとうございます。この装置は、犬や猫、

熊、鹿、イノシシ、タヌキなどの獣類および着地した鴨などの鳥類による農作

物や家畜への被害を低減させるために当社が開発したものです。ご利用に際し

ては、本書を良くご理解の上、末永くご愛用くださいますようお願いいたします。

■　本装置の特徴

・バッテリーに接続するだけで特別な操作を必要とせずに全自動で作動し、一定

　間隔(標準３分)で約１０秒間、人間の耳には聞こえにくい特殊な忌避音を断続

　的に発生させます。

・内蔵の光センサーにより、夜間のみの作動も可能です。

・省電力型のため、お手持ちの古いバッテリーでも作動します。

・発振周波数の調整が可能なため、学習効果にも対応可能です。

・別売のキットにより発報間隔を変更することができます。

■　警告/注意

・個人差がありますが、頭痛や吐き気、食欲不振、めまいなどを起こすことがあ

　ります。

・防雨型ですが、内部をぬらしたりしないでください。

・バッテリーの近くでは火気を使用しないでください。

・装置を開けての内部の改造等はしないでください。

■　製品の保証

通常のご使用において製品に不具合が発生した場合は、お買い上げ後６ヶ月間は無料で修

理をいたします。その後は、有償修理とさせていただきます。ただし、製品の受渡しに関

する運賃送料等は、保証期間中もお客様のご負担となりますのでご了承ください。

■　お願い

本装置は、即効性のある製品ではありません。超音波によって徐々に不快を感じて近づか

なくなる遅効型の製品です。また、本装置は、鳥獣類による農作物や家畜などへの被害を  
 
 
 



１　本体上部のボルト3本を外し、その位置に同梱のトランペットスピーカーをや

　　や下向きに取り付けてください。スピーカーを離れた位置に設置するときは

　　、このボルトを外さないでください。

２　スピーカーから出ているケーブル先端のプラグを本体下部右側の出力ジャッ

　　クに挿入してください。

３　本体下部から出ている赤黒の電源ケーブルを充分に充電されたバッテリーに

　　接続してください。赤が「＋」、黒(赤に細く黒い線が入っている場合もあり

　　ます)が「－」です。逆接続防止回路が入っていますが、注意してください。

　　　　　　　　<この時、洗濯バサミで挟み込むと簡単です>

４　本体左側面の動作切替スイッチを上げると２４時間の連続動作となります。

　　夜間のみ作動させたいときはこのスイッチを下げておいてください。

５　本体内部基板の上部右側の周波数調整つまみを回して発振周波数の調整をし

　　てください。右へ回すほど高い周波数となります。ときどき変化させてご使

　　用ください。最も低くすると発振音を聞くことができます。

少しでも低減させるために開発した機器であり、残念ながら被害を完全になくすことは不

可能です。よって本装置を使用した上でお客様が被った被害について当社がそれを補償す

る類のものではありません。

■　本装置の使用方法

■　点検方法

点検等は特に必要ありませんが、バッテリーの残量チェックや本体側面の動作切

替スイッチの上の光センサーの汚れに注意してください。バッテリーの持続時間

は、バッテリーの状態や日照時間、発報間隔等で大幅に変化します。月に一回程

度点検されることをおすすめします。なお、約３分(標準)ごとに本体前面下部の

発光ダイオードが１０秒間ほど赤く点滅していれば、

スピーカーの断線時を除いて装置は正常に作動して

います。スピーカーの断線を調べるには、スピーカ

ーのプラグ(右図)に1.5Vの乾電池を接触させて音が

出るかで判別ができます。  



■　動作間隔の変更について

本装置の発報間隔は、タイマー変更用抵抗キット(別売 ¥100-)による内部部品、R18の交

換によって下記のように変更することが可能です。詳しくは、キットに添付の説明書をご

覧下さい。

抵抗名 RA RB RC RD RE RF RG RH RI

抵抗値510KΩ750kΩ 1MΩ 1.5MΩ 2MΩ 3MΩ 3.9MΩ 5.1MΩ 10MΩ

間　隔 30秒 45秒 60秒 90秒 ２分 ３分 ４分 ５分 10分

RF型が標準となります。また、使用する抵抗により±15％程度の誤差が生じます。

■　製品の設置方法

・木板等に取り付ける場合は、背面の隠しボルト３本を外して木ねじなどで固

　定してください。角材や足場パイプ等に取り付ける場合は､背面両側にある

　スリット穴を利用して針金や電柱用バンドでしっかりと固定してください。

　

・バッテリーに雨水が掛からないように注意してください。また、寒冷地では

　、バッテリーの保温に努めてください。

　

・スピーカーの出力には指向性があります。住宅を避ける方向で設置してくだ

　さい。

・発振周波数は常時固定にせず、ときどき変化させてご使用ください。

製品仕様

主要構成部品　　　　4IC,5TR,1PQ,他

動作開始照度　　　　4lx　以下

標準動作間隔　　　　１８０秒±15％

発振周波数　　　　　約15,000～25,000Hz

変調周波数　　　　　　2～3Hz

低周波出力　　　　　　10W固定

製品寸法　　　　 　380H×155W×160D

製品重量　　　　 　　約850g

本製品は、予告なしに改良されることがあります。  


